
 資料 10 

沖縄県の SDGs 導⼊を推進するためには 
        島袋純 

１、沖縄県の SDGs 導⼊の現段階 
コアチームの結成（段階１）からマネジメントボードの形成（段階２）へ 

   村上周三⽒（内閣府 SDGs 推進評価・調査検討会座⻑、建築環境・省エネルギー機構理事⻑）の報
告及び論⽂を参考に検討 

    
 IBEC 報告書による SDGs 導⼊段階（次⾴：コラム 3 参照）： 
段階１     ⇒ 段階２        ⇒ 段階３      ⇒ 段階４ 
コアチームの形成  マネジメントボードの形成 施策の施⾏と本格導⼊ パートナーシップの強化 

 
現段階は段階１から段階２マネジメントボードの形成への移⾏ 

 「SDGs マネジメントボードは、コアチームが描いた将来展望をより具体化させつつ、その実現ため 
に講じるべき課題を明確化します。」 

 中⼼は企画部企画調整課（下図 2.2 ⾃治体におけるマネジメント組織の位置づけ） 
    取り組むべきは、２.１問題の構造化と⾒える化 ２.２バックキャスティングと課題設定 

 
 
 
 

出典：⾃治体 SDGs ガイドライン検討委員会（代表村上周三）編『わたしたちのまちにとっての SDGs
（持続可能な開発⽬標）―導⼊のためのガイドライン―』2018 年 3 ⽉改訂版（第２版）、⼀般財団法
⼈建築環境・省エネルギー機構（IBEC）、32 ⾴。URL:http://www.ibec.or.jp/sdgs/index.html 
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